
巻頭言  

InteractionからInterfaceへ  
研究組織委貝会委貝長 模 本  肇  

血teracti。nは行乱活動の問め申立俸相であって，システム間のInteraetion  

として臥両者の問で，激しい議論や，物理的アクションによる相互干渉から，  

情報交摸まで種々の様相のものがある．h血椚血ionがシステム問をIntegrよtion  

して，有機的システムとなるが，システムの進化を考えると，Ⅰれte柑此ionの鱒  

相ほ，初期段階では激しく，シネテムの構造変化を伴いつつ，システムとして安  

定化に向いシステム同での良いInterfac撃がシステムの協調性を高め，高い効率  

と層鱒位が生じる．   

音楽軋種々の兼音の相加性が．独特のハーモニーを生みだす．特にオーケス  

トラの場合指揮者のタクトによって，奏楽のテンポや強弱が調整され人々の感  

動毯よぷ．   

映像ば．対象個体の相互伴用軌選択的マスキンダ効果を通じて強調され仮  

想的現実感を著しく高札臨場感を高めるメデ1アであって，菌僚を主掛に，鹿  

骨化きれたマルチメディアが，人間社会草おいて，新しい文明基盤となる遭を逸  

んでいると考えられ乱   

いかモこ自然科学的文明が進もうとも，人間程中心とする文化が，文明との問で  

か鱒骨関係をもつ必要があ卑．文如こ苛与するヂザイ†は，人向の感傭と翠隠  

芸術性と科学性などを総身レた形で実現されなければ，社会に通精しない．   

これら相対立する性質欝を統合するためのパラダイムの研究の重要性に着目す  

る必要がある．自然卿こおいても，相対耳す老嬢命と毒物が相互作脚こよって進  

化の方向に進烏，遺伝子ぬ組合せとその選択機能によって，免疫の多感性が具現  
されている∴といってよかろう．   

叫蜘鱒最祓血囲桓への過恕の研琴南発は，素朴なものから裡確な常会  

システムまでを意識し．行うことが重要であろう．そして，相対立するもの間の  

性質と，相互作用の認識把握から．平和乳友好的，かつ効率的なhぬ雨間牒  

至る多くのケース・スタデイを挙翠とす私   

事学会には，信号一雑音．せ報源一熱酪 ハードーソフト，人間一計算機など  
対立樅をもつ多くのサンプルと，ヒューマン・インタフェースの研究を線番す  

る勃きが著しい．この勤室を大いに助長したいと考える．  
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